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　　　A－44　ニンンンダフヘミセ./しDースI二関-tる研充

　　　　　　県立米沢女短大　　準雄章　　○石田哲夫

　目的疏菜へ斗匂しロース研寇の一環としてニンジンと研究材料に堆ぴ, 常法によ

リヘ々七)しロースと分離機製にJ゛％7K酸化ナトリウム抽出へ々七iしロース並びに訂

ガボ酸£ブートリツム抽出へ斗匂しロース左佩での化学構造性と調査すること1二した.

　方汰/∂％硫酸分解液についてペーパークロマトクラフに了構成薦類を瀬出すると

共に, ヂ紙切取柚出法乙フエ／-)し硫酸法との組合せ^リ膚成糖柳刀モし比左算此し

た．聴合状態の検希のた力過ヨワ乖酸撫包沈を薦入レた．酸化窟了液＼ニフ．｀て亜枇酸

汰にて湧ヨウ素酸消費量と，エーデ,し油出漑に対すうア)LカLJの滴定にて生成蟻数量

ミクロモトロフ酸法にて生丿衣迅Jしムア1しテとド量と£量レた．生成ホ･Lムア･しデと

ド量よリヘ斗tこiLロース重合度ど箕出した．更＼ニメチjしm婢体乏.躍裂し，メタ／リン

スにci-リ生ずる|梱類ゑ|比色定量して構成E.}し比夕算出|レｔ
　結果　タ％ボ軟化.ナトリウム抽応ヘミtlLロースば構成糖痢とレマキシロース：グ

･しコース：アラビノース＝/<? : / ; ／, ガガフK酸化ナトリウム抽出ヘミむしロースは

キシロース：ダ･Lコース＝10; / の養成^L比をなレ通ヨウ東酸叙^にこり前者は

鷹成聯残基当りiiヨウ豪酸消薫量はi E)し．重合度μ,い撹者ば過ヨウ素酸丿肖貴量1^1

モiし．重合度認乙なフた．メチ･し化塘乙しT2, 5づメチ･しキシロース.z－メチlしキシ

ロース.1,3.ダ.ぶーテトラメチ･しク勺しコース, Z.3.<｀トリメチしアラビノースと検比し

た-.，m局ト4廸脊^キンロース刀圭鎖iニトｊ結合でアラどノース．riLコースが側鎖

として分岐構造£なまこ想定レた．

　　　A－45　ワラ乙･'･･ﾌ弐串ｲLt勿に関ずる詞究俤｜報が＼ミｔルロース､・々μとた？減速

　　　　　　壌立米;尺女短人　　鴇　え章　oμ海幸大

　β的　魂梁ヘミ-^ルローヌ、功気の一環乙しt V 夕ど-k研見料料･こ送り剛常汰･こよ

リ♂ぶ並びに/oズホ倣仁ナトリク心証J 5t;ヘミｔルμ-A i調梨し．そり仏学構造作を

調査した．

　^濤　＼)ぶμ賎分解池i r.r.(広iこより構陶辞類i双£I -*こ共に、ぴ気政

乙オル'-yン塩化算こ鋏傭並O'にアンス､ｐンμ､による走－次で珠成統賤<n i.ル1＝む:i茸域

しH．ヘミt.ルロ- ス､ｒﾌ構造性調査・尺めに, 弱頗分肝･こ乙生す^^オ>J コ刈顛i叩じ

広丿気切取法て･･穐戈しt珠戌£ﾉμ£ご竃合凍i-茸応芽i一方>ヘミ"2-ルロ- 尺並びI:

水素征ホケ素ナトリクムによる還元ヘミ■t-ルローペ･こ対-i る過ヨク京賤擬に汰i.淳へ

した．過ヨウ素降穿't±は社£践法により、生成蟻酸量･いi一尹ル畑aj 涙･げTす4>

ぶ.ozか水膿化ナドノケ^溶液が角進法n ctリ、生成､幻レムアノム.デ･とド-i-･まクヒ7iドロ

ー7°賊汰､こより潮走ら躇n-てヘミ之ルロース､の早均■t冷凍も算ぶしμ・

　銘菓　sぶ水蔵化ナトリタA佃劣へか之ルロ-ス､l≪アラ*:-"■ ／－べ･' がラタト- ベエ

s-: I 岬構片£ルに乙なI) , 以)/oボ酸奴ナトI) ウム袖劣ヘ■J %ルD ーX ･ぶアラじ／-

ス､；マン／－べ：がラクV -ス､＝叉: I ･･ I <"構戌≒£ﾉしにこaつfて．弱今肝にrアラ

t.Vノごオース､、アラビ／トリオース､t 得AC.

　μ果　7 ラビヘミ-fcルローÅの主鑓uアラど／一尺残差の1．4 辞合よ') rjリ、アラ

ビノ- A 残差<n 乙･こ力ラ7トーA i re{iマンノ- Åお｀欠丘い捌頁m出レ, 冷^%合凍

／’2･ヽ-μS' 1 釆ず有岐構造・湾^ ゐがラ7トアラパン多糖馥ご想走レに．


